


　ミカサの源流は、1917年に現在の広島市西区楠木町で創業した

「増田ゴム工業所」。ゴムの履物やリヤカーのタイヤなどを作っていた

が、1930年代に空気を入れる穴（ゴムバルブ）を付けた縫い目の無い

ゴムボールの製法を考案し、特許を取得している。それまで球技で使う

大きいボールは、現在もラグビーボールの表面の縫い目の意匠にある

ような、空気を入れる口を内部に押し込んで紐で結ぶ方式だったという。

　その後戦時統制下で5業者が合弁して会社組織化。1950年社名

を「明星ゴム工業」と改称し、戦後のスポーツ振興で需要が高まってい

た運動用ボール製造を再開した。

　「やるなら世界に通用するものを作ろう」と、同社は地元広島で盛

んだったものの当時は「国民的な人気」とまではいえなかったバレー

ボールに的を絞って研究改良に注力。その結果、1964年の東京オリ

ンピックで採用され、1969年には国際バレーボール連盟（FIVB）か

ら国際大会試合球として認定を受ける。奇しくも“東洋の魔女”と呼ば

れた日本女子バレー選手の金メダル獲得、さらには数々のバレー

ボール人気漫画の影響で空前のバレーボールブームが巻き起こり、

ボールは飛ぶように売れた。

　「かつてのボールは変形を防ぎ、耐久性を高めるためゴムチューブ

の上に手作業で布を貼っていましたが、当社は世界で初めてゴム

チューブの上に細く丈夫な糸を幾重にも巻く構造を採用しました。こ

れによって真球度が飛躍的にアップした上、機械化とそのデジタル制

御が可能になり、生産効率が大幅に向上したことが大きな強みでし

た」。佐伯祐二社長がそう話すように、同社は独自の技術で日本を代表

する競技用ボールメーカーへと成長していく。特にバレーボールは品

質と性能をどんどん進化させて歴代オリンピックやワールドカップな

どに用いられ、世界的な知名度を獲得。北京オリンピックから試合球と

なった『MVA200』は、最新テクノロジーを駆使して汗に左右されな

い高度なコントロール性を実現した傑作で、2020年の東京オリン

ピックでも採用が決定している。

　その他、構造の違う野球ボール以外の競技用ボールを製造して

おり、サッカーボールは全日本大学サッカー連盟の公式球に採用され

ている。

蓄積したボール技術を
健康分野に応用した新製品
　2012年、ミカサは広島大学医学部と共同開発した高齢者向けの

トレーニングボール「ひとこぶ楽だ」を発表。同大学の新技術説明会で

工業用品の部門でも
卓越した技術力を発揮
　また同社が戦後、事業のもう1つの柱としたのが、船舶のエンジン

とプロペラをつなぐ推進軸の滑らかな回転を支える水中軸受などの

工業用品だ。ニッチな分野に着目し、特色ある技術や製品を打ち出す

戦略はボール事業と同じ。水中軸受の開発は1970年代から取り組

み、強固で長期安定性を持つゴム軸受のほか、軸の加重を分散させ

るゴムと摩擦を減らすためフッ素樹脂を組み合わせて使う技術を考

案している。

　発電所の冷却水用ポンプなどにも用いられる同社の水中軸受はす

べて水を潤滑剤として使用する水潤滑方式。船舶推進軸系の軸受は

これまで油潤滑方式が主流で、水潤滑の軸受は小中型船に限られて

いたが、大型船にも対応可能なフッ素樹脂を使った軸受の開発で、南

極観測船「しらせ」や15万トン級のクルーズ客船にも採用されてい

るという。「さらに近年は世界的に環境規制が厳しくなっていることか

ら、油漏洩による海洋汚染の心配がなく環境に優しい水潤滑方式が

再評価されています」と佐伯社長は胸を張る。

高齢者の背筋を強化する器具の研究報告を聞き、ボールを活用でき

ないかと提案したのが産学連携のきっかけだったという。同社のコー

ポレートスローガンは「スポーツや運動を日常に取り入れて健康を保

ち、より長く豊かで楽しい人生が送れるように」という思いを込めた

“Sports every day!”。少子化の進展でボールの受注は緩やかな

減少傾向にあることから、これを機に健康サポート用品事業を立ち

上げた。

　「ひとこぶ楽だ」はマスコミに注目され大きな反響があったもの

の、品質にこだわりコストが高くなったことや販売戦略など発売後に

見えてきた課題は多く、続く第２弾はひろしま産業振興機構の「チー

ム型支援」を受けて開発に着手。マーケティングの専門家の実践的な

サポートを受けながら約１年をかけて試作や協議を重ね完成した、産

後の女性のための「美ストレッチボール」を、2016年4月から自社

ウェブ等で販売している。「具体的なマーケティング手法の知見を得

たことや、何より様々な分野にネットワークが広がったことはマーケ

ティングなどの専門部署をもたない企業にとって大きな資産です」と

開発に携わった小川龍太郎執行役員。佐伯社長も「時間はかかるで

しょうが、この製品開発の過程で得た経験をもとに一般消費者向け製

品の戦略構築などを継続し、ものづくりの幅を広げて、これからのミ

カサの屋台骨になる第3の柱を育てていきたいと思っています」とさ

らなる事業展開に意欲をみせる。今年で創業100年。それはミカサ

のたゆまぬ努力と挑戦の歴史だ。
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